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子育て支援員の研修から考える保育の専門性
子ども・子育て支援新制度から考える




































































 この第 17回会議では、第 16回会議での「具体的な研修時間・カリキュラムは、今後検討会等
で有識者の意見を踏まえ策定する」となったことを受けて、「子育て支援員（仮称）研修制度に関
する検討会」についても検討された。
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材確保を含む）について理解する」となっている。
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となっている。




































































































































































































数が短い場合は 13時間 30分。長い場合でも 32時間である。内容は紹介してきたとおり多岐に
わたっているが、それぞれが 60分から 90分程度であり、十分とは考えられない。保育士養成施
設で教育を受ける価値や、その意義を十分に踏まえることが必要ではないかと考える。
「子育て支援員」の研修から考えられるのは、研修では基礎を学び、現場で実践を積んで深め
ていくということではないだろうか。もちろん、現場に出てからも学び続けることが必要である。
実践を行うことによって、課題意識は育っていくだろう。それでは、現場に出る前に学ぶ意義と
はなんであろうか。資格について、専門的知識の必要性について検討していくことが今後の課題
であると考える。
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